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　全国的な、生徒数の減少や教員の負担増加により、従
来の学校だけで部活動を続けていくことが難しくなって
きました。こうした課題を受け、子どもたちが将来にわ
たってスポーツや文化活動に親しめる環境を守るため、
令和7年度から10年度までを計画期間とし、国の推進
期間と調整しながら、地域と連携して部活動を支える

「日南町部活動地域展開推進計画」を
策定しました。

計画の全文はQRコードからご覧いただけます↑

　部活動の地域展開は、役割分担して進めます。
　計画全体の確認や課題整理は推進協議会が行い、活動の運営や
指導は地域団体や指導者が担います。総合型地域スポーツクラブ
は活動の中心となり、学校は情報提供や施設の利用などで地域活
動を支えます。教員が地域クラブの指導に関わることもできる仕
組みを整えます。

▼推進協議会を設置し、計画の評価や課題検討を行う。
▼地域団体・指導者が主体となり、専門性ある指導を担う。
▼総合型地域スポーツクラブ（にちなんスポーツクラブ）が運営
　主体となり、活動の受け皿を整える。
▼学校・教職員は地域活動との連携を支援し、必要に応じて情報
　提供や施設開放を行う。
▼教員自身が地域クラブの指導員として活動することも可能な
　仕組みを整備する。

体制整備と役割分担

　1月24日（土）に行われた、「部活動地域展開ワークショップ」。参加
した10名が２つの班に分かれて意見を出し合いました。
「地域展開で、期待すること、不安なこと」をテーマに話し合いながら
付せんに書き出してグループ化したあと、課題を重要度・緊急度で整
理しました。

「部活動地域展開ワークショップ」のうごき

段階で見る地域展開のスケジュール

▼地域のスポーツ・文化団体等と連携し、部活動の機能
　を地域の団体が担う体制をつくる。
▼生徒が複数の活動を選べるようにし、多様な活動の機会
　と選択肢を拡大する。
▼将来的には、すべての町民が地域全体で活発な体育・
　文化活動ができる環境をめざす。

部活動地域移行の「日南スタイル」

▼子どもの選択肢が広がる
　【期待】スポーツに加え、文化・芸術やものづくりなど、子どもの
　　　　「やりたい」を選べる活動が広がる。
　【課題】生徒数の減少により、団体競技の継続や活動規模の維持
　　　　が難しくなる懸念がある。
▼地域と学び合う新しい関係
　【期待】地域の大人や外部人材との交流により、世代を超えた
　　　　学びや地域の魅力に触れられる。
　【課題】地域や関係者の間で、地域展開への理解に差がある。
▼移動・送迎や運営面
　【期待】学校外での活動を通じて、他校の生徒や多様な人との交流が生まれる。
　【課題】活動場所への移動や送迎の負担、ケガや事故が起きた
　　　　場合の対応に不安を感じる。
▼指導者・体制・お金
　【期待】専門性のある指導者による指導や、勝利だけにとらわれ
　　　　ない新しい活動の形が期待できる。
　【課題】指導者の確保や質の担保、謝金や運営費など財源面を
　　　　どう支えるかが大きな課題。

ワークショップで見えてきた主なポイント

部活動の
　　地域展開

　まずは全体の方向性と目標を共有し、子どもたちの声を丁寧に聞きながら、見える形で取り入れ、
みんなで支え合いながら進めていきましょう。

①準備・検討

推進体制の整備

計画策定・説明

地域受け皿づくり

指導者確保の検討

②スタート

推進協議会の設置

任意加入への移行

学校と地域の並行

運営開始支援策の
具体化

③充実・拡大

地域クラブ活動の
拡充

指導者・支援体制
の強化

学校部活動の
　　　段階的縮小

④完全移行・定着

地域クラブへ一本化

安定運営

継続的な
　　見直し・改善


